
も く じ

こ
の
3
月
初
०
に
、
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
の

会
25
周
年
記
念
ύ
ー
テ
ỹ
ー
が
開
か
れ
た
Ố
会
に
は

今
年
度
೿
ݣ
の
現
役
学
生
か
ら
、
社
会
人
と
な
っ
た

0
#
・
0
(
、
さ
ら
に
、
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

事
業
を
提
এ
さ
れ
た
宮
口
㟳と
し

ኚみ
ち

先
生
も
お
ܴ
え
で

き
、世
代
を
超
え
て
ջ
か
し
い
إ
ぶ
れ
が
そ
Ζ
っ
た
Ố

こ
の
会
の
源
流
は
、
１
９
９
６
年
、
چ
国
土
庁
で

ࢼ
ݧ
的
に
行
わ
れ
た
「
ए
者
の
地
方
体
ݧ
交
流
支
援

事
業
」
に
さ
か
の
΅
る
Ố
地
方
の
小
都
市
や
農
山
ړ

村
で
展
開
す
る
地
域
づ
く
り
の
現
場
が
、
都
市
の
ए

者
を
受
け
入
れ
、
6
+
I
タ
ー
ン
に
つ
な
ぐ
ね
ら
い

が
あ
っ
た
Ố

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
関
係
人
口
と
い
う
言
葉
が

ま
だ
な
か
っ
た
当
࣌
、
農
山
ړ
村
に
ए
者
の
࢟
は
௝

し
く
、
೿
ݣ
学
生
は
「
こ
ん
な
と
こ
Ζ
に
な
ぜ
来
た

の
？
」
と
地
元
住
民
か
ら
ඞ
ず
聞
か
れ
て
い
た
Ố
ए

者
た
ち
は
初
め
て
訪
れ
た
地
域
で
、
暮
ら
し
の
中
に

飛
び
込
ん
で
、
住
民
と
と
も
に
農
࡞
業
に
׼
を
流
し

た
り
、
行
事
や
イ
ϕ
ン
ト
を
手
఻
っ
た
り
し
て
、
୹

期
ؒ
な
が
ら
交
流
を
ਂ
め
、
立
場
を
超
え
て
お
ޓ
い

が
大
い
に
ࢗ
ܹ
を
受
け
た
Ố

し
か
し
、
国
の
事
業
は
2
カ
年
で
中
அ
し
、
参
Ճ

学
生
と
受
入
地
域
の
૒
方
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
良
い

出
会
い
の
機
会
を
続
け
よ
う
、
と
２
０
０
１
年
に
立

ち
上
が
っ
た
の
が
こ
の
会
で
あ
る
Ố
会
の
目
的
は
、

都
市
部
の
学
生
た
ち
と
農
山
ړ
村
の
地
域
の
人
ʑ
を

結
ぶ
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」、
い
わ
͹
地
域
の
人
ʑ

と
学
生
と
の
「
お
見
合
い
」
に
置
か
れ
て
い
る
Ố
そ

し
て
、
現
場
に
ෝ
き
新
઱
な
体
ݧ
を
ಘ
た
学
生
有
志

が
、
そ
の
想
い
を
後
ഐ
た
ち
へ
と
、
次
年
度
の
事
務

局
を
担
う
「
学
生
事
務
局
」
に
よ
り
運
営
を
続
け
て

き
た
Ố

会
の
継
続
性
を
ߟ
え
る
と
、
学
生
の
൓
応
に
委
ね

る
運
営
に
ة
う
さ
も
あ
る
Ố
実
は
、
学
生
事
務
局
の

担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
会
は
ٳ
会
に
し

て
よ
い
、と
定
׺
に
も
こ
っ
そ
り
書
き
込
ん
で
あ
る
Ố

初
心
が
్
ઈ
え
れ
͹
、
無
理
に
会
を
続
け
る
ඞ
要
も

な
い
の
だ
Ố
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
25
年
の
月
日

を
重
ね
て
バ
ト
ン
が
つ
な
が
り
、
そ
の
実
੷
は
、
受

入
地
域
の
΂
27
団
体
、
学
生
約
５
５
０
人
、
国
が
め

ざ
し
た
ね
ら
い
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
今
、
学
生

た
ち
が
地
方
の
暮
ら
し
に
出
会
い
、
農
山
ړ
村
を
大

事
に
思
う
人
材
が
こ
れ
΄
ど
ま
で
育
っ
た
こ
と
を
ތ

ら
し
く
思
う
Ố
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表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
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写真には撮影者の住所、氏名及
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写真キャプション

奈良県高取町にある壷阪寺。2026
年大河ドラマ「豊臣兄弟 !」の主人
公豊臣秀長公の命により戦乱期に荒
廃した寺を復興された。約400年間
秀長公の像を守っている。春には境
内の桜が咲き広がり、大仏様は桜に
包まれる。まるで桜の中で微笑んで
いるようなその姿は「桜大仏」と呼
ばれ、春だけのやさしい絶景は、訪れ
る人々の心をそっと和ませてくれる。
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１
．
は
じ
め
に

日
本
中
を
感
動
の
Ӕ
に
巻
き
込
ん
だ
ミ

ラ
ϊ
・
コ
ル
テ
ỹ
φ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ύ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
日
本
の

チ
ー
ム
や
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
で
国
民

に
夢
や
希
望
を
༩
え
、
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ

ラ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が
社

会
に
ؐ
元
で
き
る
価
஋
を
࠶
ೝ
ࣝ
し
ま
し

た
Ố
こ
れ
を
機
に
、
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
と
も
に
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
に
も
ポ
ジ
テ
ỹ

ϒ
な
Ө
ڹ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
Ố

２
⁒
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
２
１
年
度
よ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
ੵ
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る

自
治
体
を
応
援
す
る
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り
༏
良
自
治
体
表
彰
（
通

শ
⽅
「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
」）」
を
開
催
し

て
い
ま
す
Ố

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
」
は
、
地
域
の
গ

子
高
齢
化
や
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
地

域
の
過
疎
化
、
地
域
経
済
ਰ
ୀ
な
ど
の
地

域
が
๊
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
ス

ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
活
用
し
、
解
決
を
ਤ

▲全体写真

スポーツによる地方創生・まちづくり
スポーツ庁参事官（地域振興担当）
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る
た
め
の
֤
自
治
体
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
Ố「
経

済
・
環
境
・
健
康
・
交
流
・
ロ
ー
カ
ル
ϒ

ラ
ン
ド
」
の
５
つ
の
価
஋
に
基
づ
き
、
持

続
可
能
性
が
あ
る
取
組
計
画
と
な
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
評
価
基
準
と
し
な
が

ら
、
༏
良
自
治
体
を
選
定
し
ま
す
Ố
さ
ら

に
༏
良
自
治
体
の
中
か
ら
特
৭
あ
る
取
組

計
画
の
自
治
体
に
対
し
て
特
別
৆
を
授
༩

し
ま
す
Ố

３
⁒「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
２
０
２
５
」

開
催
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
５
年
11
月
18
日
に
都
内
で
表
彰

式
典
を
盛
大
に
執
り
行
い
ま
し
た
Ố

第
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
自
治
体

の
ट
長
様
や
関
係
者
を
お
ট
き
し
、ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

18
の
自
治
体
を
表
彰
し
ま
し
た
Ố
表
彰
自

治
体
の
中
か
ら
特
৭
あ
る
取
組
計
画
の
自

治
体
に
対
し
て
授
༩
す
る
特
別
৆
に
は
、

長
官
特
別
৆
は
੩
岡
県
੩
岡
市
、
ή
ス
ト

特
別
৆
は
鹿
児
島
県
ࢦ
॓
市
、
10
周
年
記

念
特
別
৆
は
茨
城
県
ּ
ؒ
市
、
茨
城
県
境

町
を
表
彰
し
ま
し
た
Ố
特
別
ή
ス
ト
で
あ

る
増
田
明
美
さ
ん
の
受
৆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
自
治
体
の
օ
さ
ま
か
ら
取
組
の
推

進
に
つ
い
て
力
ڧ
い
๊
ෛ
を
お
話
し
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
自
治

体
を
後
ԡ
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

第
二
部
で
は
沖
縄
Ｓ
̫
ג
式
会
社
代
表

取
క
役
̘
̚
Ｏ
の
高
原
直
泰
氏
を
お
ܴ
え

し
、「
沖
縄
Ｓ
̫
の
地
域
創
生
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
ԋ
い
た
だ
き
ま
し

た
Ố「
ス
ポ
ー
ツ
ˍ
˓
˓
の
可
能
性
は
無

ݶ
大
、
地
域
の
課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
！
」
と
い
っ
た
沖
縄
Ｓ
̫
が
取
り
組

む
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
に
つ
い
て

೤
く
ޠ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ố

式
典
ऴ
了
後
、
受
৆
自
治
体
の
օ
さ
ま

が
交
流
で
き
る
場
と
な
る
名
ࢗ
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
Ố
֤
自
治
体
関
係
者
た
ち

が
إ
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ͧ
れ
の
取

組
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
な

ど
、「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
」
に
よ
る
ԣ
の

つ
な
が
り
が
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
Ố

４
⁒「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
２
０
２
５
」

受
賞
自
治
体
の
取
組
紹
介

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
２
０
２
５
」
で
は

６
つ
の
町
を
含
む
18
自
治
体
が
受
৆
さ
れ

ま
し
た
Ố
こ
の
う
ち
３
つ
の
町
の
取
組
を

ご
紹
介
し
ま
す
Ố
֤
自
治
体
の
特
৭
を
活

か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
に
ご
஫
目
く
だ
さ
い
！

ừ
自
治
体
名
Ử
岩
手
県
岩
手
町

ừ
取
組
名
শ
Ử
ま
ち
に
স
إ
！
ঁ
子
サ
ッ

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
ப
の
う
ち
、「
コ
ロ
φ

Ւ
に
お
い
て
物
価
高
ಅ
等
に
直
໘
す
る
生

活
ࠔ
ځ
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
φ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
ྟ
࣌
交
付
金
の
֦
ॆ
だ
Ố

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
࡞
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
Ố

こ
れ
を
౿
ま
え
、
国
が
֤
自
治
体
の
交
付

ݶ
度
額
の
ൣ
ғ
内
で
഑
分
額
を
決
定
す

る
Ố国

の
第
３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

原
༉
価
֨
・
物
価
高
ಅ
対
応
分
と
し
て

ા
置
し
た
ྟ
࣌
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

֤
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
഑

分
さ
れ
る
Ố
21
年
度
補
正
の
地
方
୯
ಠ
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
අ
で
ા
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
Ố
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
୯
ಠ
事
業
分
と
同

様
の
ѻ
い
で
、
原
༉
価
֨
・
物
価
高
ಅ
対

応
分
Ҏ
外
の
事
業
に
も
෯
広
く
活
用
可
能

▲岩手県岩手町

గু町教育੻৩会 ঺会教育課
Ⓕ︓0195-65-2111（内଍343）

問合せ先・電話番号

గু町とI.S.Pがෆฐ連携協৒をഁ੥。਩内ਗの੓৕崝ッカーൌ஦者のਭけ入れと、峇れにൣ岰୎住・৒住によって地域のણ
性化を௕っている。
岡ౄৰ峁峉୭୆岢
੓৕スポーツの地域基ೕٴ
౥૟「生ᅟ৾」ٴ
町をあ岼ての಺ௌ・৒住੍ର（セカンド崕ャ嵒ア・アップ）ٴ

計画期間︓عഥਮ10ফگা31঩

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜PRポイント＞

＜現状・課題＞

スポまち︕表彰2025
గু県గু町

＜総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞
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5
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੍ର/එஃ੫঵

৉੪੫঵
జ঵৩ન৳
新規হ঵

スポーツੈ会
௴୾ੈ会
ૹੵ会

৉ୠのણਙ化

まち峕൚౿︕ ੓৕崝ッ崓ー峕峲る৉ୠણਙ化崿嵕崠ェクトト

人口੖૘や૘৕高ೡ化の୶஭により、スポーツ人口੖૘をは峂峫とする様رな課題がある。

。嵃ッケー競技者数は੖૘の঳ಥを⍻っており、র৾生においては町の合৊チームを੥ਛし大会へ出場している状況ٴ
。਩内ੂの嵃ッケー競技場と人工൫グラウンドをથしており、ಌなるણ用യ進を௕る૑ਏがあるٴ
。ਨ新ୌ଍「いわてඖ૝内駅」の利用௢数੖૘にൣい、駅をর心としたඌのણ性化にౙൟしているূٴ
。崝ッカー強豪地域だったએ୶はない。現૔র৾校・高校の崝ッカー৖はఀ৖、৵৾生のクラ崾チーム１つのみٴ
。౞಺৾ుญ及び৵৾生のෝ௥૨がగু਩内ਸ਼1ਜ਼となっているٴ

ঊตँࡰད׊ഉೄׇ֪ࡤーנ׸ת
【町主催イベント参加人数】 R7：1,000人 ⇒ R10年：1,500人
【町営施設利用件数】 R7： 132回 ⇒ R10年：200回
【新規事業への参加人数】 R7：10人 ⇒ R10年：50人
【交流事業の開催】 R7：1回 ⇒ R10年：10回

「スポーツ人口増加」「ෝ௥૨の଩ৣ」「新規হ঵ன開によるણ性化」などをയ進するた峫、గু町とクラ崾チームは、連携して以ৣのよ岰な਄り
ੌみを実施する。
スポーツஷ௪・௏೨യ進 ローカル崾ランド力向上

交流হ঵の௓進

地域のણ性化

ෆฐ連携協৒

町営グランド・੕合体育ை ৾生ᅟ

イ嵁ント੫画・スポーツ教஼開催 地元੫঵಺ௌ

施設利用യ進

新規হ঵ன開
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活
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化
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ク
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ừ
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組
計
画
Ử
岩
手
町
で
は
、
２
０
２
５

年
２
月
に
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に
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「
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̘
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デ
ỹ
ー
ス
」と
แ
ׅ
連
ܞ
協
定
を
క
結
し
、

選
手
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住
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定
住
や
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ド
キ
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ア
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成
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し
、
地
域
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࣠
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取
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す
Ố
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「
ス
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が
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催
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流
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域
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Ố
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治
体
名
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府
町

ừ
取
組
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・
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ٷ
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ク
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０
２
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࣠
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２
５
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催
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、「
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̣

▲宮城県利府町

利府町スポーツ振興課
022-767-2190

問合せ先・電話番号

◎町にゆかりのある「弓道」を基軸とした新たなスポーツ文化の創造にチャレンジ︕
◎「スポーツ×歴史文化×観光」の連携により、町の課題をマルチに解決︕
◎インナーとアウタースポーツの両輪で「するひと」「みるひと」「ささえるひと」の多様な関わりによるまちづくりを実現︕

計画期間︓～令和９年３月３１日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

①地域への関心度の向上 体験参加者へのアンケートを実施し「利府町への関心が高まった」と回答した方が80％以上
②町SNS（インスタグラム）のPV数増加 体験紹介動画のPV数 1,000PV以上
③体験プログラム及び弓道体験会に関わった町民の数の増加 運営ボランティア協力人数 延30名以上

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題＞

スポまち︕表彰2025
宮城県利府町

【アウター施策】 文化体験型武道ツーリズムコンテンツの造成
①お呈茶カフェと“利府を知る入口”体験
利府町に伝わる弓文化の歴史や精神性にふれる“入口体験”

②「利府の弓がよみがえる物語」～新たなスポーツ文化の創造に向けて～
利府町の弓文化の再発見から「利府スポーツ流鏑馬大会」創出に至るまでの背景を
映像で可視化

③利府町の歴史文化×伊達文化 × 伊達弓道︓しきたり体験プログラム
伊達家に伝わる弓術を体験用にアレンジした『伊達印西派弓術体験プログラム』の提供

④伝統工芸ワークショップ
⑤歴史コスプレ × フォトセッション
⑥地元弓道強豪校との交流（利府高校等）
競技を媒介とした異文化コミュニケーションの場を創出し、教育に新たな付加価値を生み出す

【インナー施策】 もののふ会の設立
上記コンテンツの実施に町内住民、弓道経験者等に参加いただき、
①弓道場の管理
②ツアーのランドオペレータ ③歴史伝承 ④弓道指導
などマルチに対応できる 「(仮称)もののふ会」 の設立に向けた足がかりとする。

利府町は2002年FIFAワールドカップなど多数の大規模スポーツ大会の開催場所となってきたが、「利府町独自のスポーツ文化」と
問われると心もとない感があった。
仙台空港や仙台港から30分圏内とアクセス性に優れ、町内には３つのＪＲ駅と４つのインターチェンジがあり、優れた立地性に恵
まれているものの、既存資源を生かしたインバウンド観光ルートができていない。

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

弓とともに歩んだ町・利府町～「弓道スポーツ文化ツーリズム」プロジェクト！

問合せ先・電話番号

＜セルフチェックシート＞
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▲神奈川県寒川町

※検討中

寒川町町長室特命担当
TEL 0467-74-1111（代表）

問合せ先・電話番号

ONLY-ONEのまちづくり
①トップアスリートが寒川町に集まっている（すでに世界チャンピオンが4人移住。日本チャンピオンも複数移住）
②寒川町でしかできない地元アスリートと連携した事業展開
③世界でも唯一の屋内スケートボードストリートとBMXフラットランド専用施設の整備

【取組】
・ 新たな公園にストリートスポーツ施設を整備
・ 地元選手と連携したイベント開催
・ 世界大会、日本大会の開催 など

屋内のスケボーとBMX施設 地元選手連携イベント

計画期間︓～令和13年3月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

関係人口獲得による持続可能なまちづくり
目標:KPI 「ストリートスポーツパークの利用者数」現状値０人→ 目標値35,341人（2030年）
効果:【地域経済の活性化】【地域ブランドの力の向上】【チャレンジする子どもの増加】

〈目標〉

〈セルフチェックシート〉

〈ＰＲポイント〉

〈現状・課題〉

スポまち︕表彰2025
神奈川県寒川町

今後、人口減少・少子高齢化が加速する中、持続可能なまちづくりが必要。
そのため、寒川町特有の強みとなりつつあるストリートスポーツを活用して関係人口を獲得する。
効果的に関係人口を獲得できるように新たな施設整備＆事業展開が必要。

〈総合的な取組内容〉

〈継続的な取組を確保できる体制（図）〉

寒川町ストリートスポーツを活用したONLY-ONEのまちづくり

1
1

11

1

5

6

44

4

経済

環境

健康交流

ローカル
ブランド

現在 将来

公民が連携し、
スポーツと地域資源
を活用した取り組み
を新たに創出

ストリートスポーツの聖地化

関係人口獲得による持続可能なまち

【効果】
・ 世界トップ選手への育成
・ 誰もがストリートスポーツを体験できる場づくり
・ 寒川町の認知度向上 など

【目指す姿】

【目標】

町外企業等 町外選手
地元選手と関係のある

町外企業等との新たな連携

コンテンツ開発
関係者調整など
(例) 商工会、
観光協会、青年
会議所、スポーツ
クラブ など

・全体取りまとめ
・施設整備 など

世界大会開催
イベント開催 など

指定管理者地域団体

寒川町

プロモーション協力
選手育成協力など

地元選手

世界大会優勝者、オリンピアン 等

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、

0120-7-7- 3TEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
͜ͷं྆ࡁڞʢอݥʣ͸ɺ町ଜੜڠͷࣗಈंࡁڞͰิঈ͢Δରਓഛঈɺର෺ഛঈɺݶఆ
౥৐ऀই֐౳ʹՃ 「͑ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度Ͱ͢ɻ
͓ं͕িಥͨ͠৔߹΍୆෩�ɾ�͍ͨͣΒ�ɾ�౪೉ͳͲۮવͳނࣄͰଛ֐Λඃͬͨͱ͖ʹɺ
ʣۚݥʢอࡁڞ Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
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に
人
が
集
ま
る

の
か
？
（
厚
真
町
の
概
要
）

北
海
道
۶
ࢦ
の
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
る
厚
真
町
Ố
太
ฏ
༸
に
໘
し
、
޻
業

都
市
・
಩
小
຀
市
の
東
ྡ
に
Ґ
置
す
る
こ
の

町
に
は
、
豊
か
な
森
林
と
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
Ố

基
幹
産
業
は
農
業
で
す
が
、「
北
海
道
＝

߽
ઇ
פ
ྫྷ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
൓
し
て
ੵ

ઇ
量
は
গ
な
く
、
四
季
を
通
じ
て
過
ご
し
や

す
い
気
候
が
特
௃
で
す
Ố

交
通
の
ア
ク
セ
ス
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
Ố
北
海
道
の
ۭ
の
玄
関
口
で
あ
る
「
新
千

ࡀ
ۭ
ߓ
」
ま
で
は
車
で
約
30
分
Ố
町
内
に
Ґ

置
す
る
಩
小
຀
ߓ
東
ߓ
、
お
よ
び
ྡ
接
す
る

西
ߓ
か
ら
は
、
本
州
主
要
都
市
へ
向
か
う

フ
ェ
リ
ー
が
就
ߤ
し
て
い
ま
す
Ố
さ
ら
に
日

高
自
動
車
道
「
厚
真
イ
ン
タ
ー
」
を
利
用
す

れ
͹
、
道
都
・
ࡳ
ຈ
市
を
は
じ
め
、
道
内
֤

地
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
可
能
で
す
Ố
཮
・
海
・

ۭ
す
΂
て
の
ア
ク
セ
ス
に
お
い
て
高
い
利
便

性
を
ތ
り
ま
す
Ố

今
回
は
、
こ
の
人
口
約
4
、
２
０
０
人
の

小
規
模
自
治
体
が
、「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
挑
む
、
町
の
未
来
を
か
け
た
取
組
を

紹
介
し
ま
す
Ố

２
．「
減
る
」
こ
と
を
恐
れ
ず
、「
質
」

を
高
め
る
（
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
）

人
口
ݮ
গ
、
গ
子
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
Ố

こ
れ
ら
は
全
国
の
小
規
模
自
治
体
に
共
通
す

る
現
実
で
あ
り
、
厚
真
町
も
ྫ
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
Ố

し
か
し
、「
人
が
ݮ
る
か
ら
地
域
が
ॖ
む
」

と
൵
観
す
る
だ
け
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
Ố

地
域
の
価
஋
は
人
口
規
模
だ
け
で
決
ま
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
暮
ら
し
の
手
৮
り
、

豊
か
な
自
然
資
本
、
食
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ỹ
の
結
び
つ
き
Ố
こ
う
し

た
「
地
域
の
資
産
」
を
ど
う
磨
き
、
次
の
世

▲浜厚真海岸に集うサーファー

北海道

厚真町

厚あ
つ

真ま

町ち
ょ
う

北
海
道

「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
好
循
環
を
つ
く
る

～
人
口
４
、２
０
０
人
の
町
・
厚
真
町
が
挑
む
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～
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代
へ
手
渡
し
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
Ố私

た
ち
が
ߟ
え
る
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
と
は
、
୯
に
事
業
を
増
や
し
た
り
、

一
過
性
の
イ
ϕ
ン
ト
で
೐
わ
い
を
࡞
っ
た
り

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố
地
域
が
自
走

す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、関
係
人
口
を
育
て
、

暮
ら
し
と
仕
事
が
循
環
す
る
ঢ়
ଶ
を
ੵ
み
上

げ
て
い
く
こ
と
で
す
Ố

そ
の
中
心
に
あ
る
の
が
、
10
年
目
を
ܴ
え

た
「
ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
と
、

令
和
７
年
度
よ
り
本
֨
始
動
し
た
「
二
地
域

居
住
」
の
取
組
で
す
Ố

３
．
失
敗
が
「
資
産
」
に
な
る
場
所

（
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
）

「
厚
真
町
ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
」
は
、
本
町
を
拠
点
に
起
業
を
め
ざ
す
人

材
を
発
۷
・
応
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
Ố

地
方
の
起
業
支
援
は
、
し
͹
し
͹
「
雇
用

創
出
」
や
「
ۭ
き
ళ
ฮ
活
用
」
な
ど
の
文
຺

で
ޠ
ら
れ
ま
す
Ố
し
か
し
、
私
た
ち
の
め
ざ

す
価
஋
は
そ
れ
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
Ố
最
大

の
意
義
は
、
地
域
課
題
を
「
誰
か
が
解
決
し

て
く
れ
る
も
の
」
か
ら
、「
自
分
た
ち
が
事

業
と
し
て
解
決
で
き
る
も
の
」
へ
と
ଊ
え
直

す
点
に
あ
り
ま
す
Ố

〝
善
意
〟
だ
け
に
པ
る
の
で
は
な
く
、
課

題
解
決
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
、
利

ӹ
と
社
会
的
価
஋
を
྆
立
さ
せ
る
Ố
そ
う
し

て
地
域
に
ඞ
要
な
機
能
を
ண
実
に
実
装
し
て

い
く
の
で
す
Ố

も
ち
Ζ
ん
、
地
方
で
の
起
業
に
は
市
場
規

模
の
小
さ
さ
や
資
金
調
達
の
೉
し
さ
と
い
っ

た
น
が
あ
り
ま
す
Ố

一
方
で
、
إ
の
見
え
る
関
係
性
、
豊
富
な

一
次
産
業
資
源
、
そ
し
て
地
域
の
暮
ら
し
の

中
で
素
ૣ
く
Ծ
આ
検
ূ
で
き
る
と
い
う
ڧ
み

も
あ
り
ま
す
Ố
最
初
は
小
さ
く
と
も
、
改
善

を
重
ね
な
が
ら
持
続
可
能
な
形
へ
育
て
て
い

け
る
༨
地
が
大
き
い
の
で
す
Ố

こ
の
地
域
特
性
を
前
提
に
、
町
が
挑
戦
者

の
「
夢
」
と
「
思
い
」
を
共
有
し
、
と
も
に

事
業
を
育
て
る
場
Ố
そ
れ
が
ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で
す
Ố

ス
タ
ー
ト
か
ら
今
年
で
10
年
目
を
ܴ
え
、

こ
れ
ま
で
に
全
国
֤
地
か
ら
多
く
の
挑
戦
者

が
集
ま
り
、
町
内
で
20
名
Ҏ
上
の
起
業
家
が

஀
生
し
ま
し
た
Ố

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
起
業
型
）
の
選
ߟ

会
を
݉
ね
て
い
ま
す
が
、
本
質
は
、「
一
人

ひ
と
り
の
挑
戦
が
地
域
と
出
会
い
、
૒
方
の

可
能
性
を
開
く
場
」
で
す
Ố
審
査
で
は
、
行

政
、
地
域
事
業
者
、
金
༥
機
関
、
企
業
家
な

ど
10
名
Ҏ
上
の
メ
ン
タ
ー
が
同
じ
テ
ー
ϒ
ル

を
ғ
み
、
Ҏ
下
の
「
4
つ
の
約
束
事
（
グ
ラ

ン
ド
ル
ー
ル
）」
の
も
と
で
対
話
を
重
ね
ま

す
Ốᶃ

『
そ
の
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
選
୒

を
大
切
に
す
る
』

そ
の
選
୒
が
、
そ
の
人
の
人
生
に
と
っ

て
、
よ
り
良
い
道
か
ど
う
か
を
最
༏
先

に
ߟ
え
ま
す
Ố

②
『
次
の
一
歩
を
ど
う
౿
み
出
す
か
を

一
ॹ
に
ߟ
え
る
』

࠾
୒
・
不
࠾
୒
の
結
Ռ
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
の
行
動
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
大
切

に
し
ま
す
Ố

ᶅ
『
そ
の
人
の
挑
戦
が
自
分
࣠
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
』

外
か
ら
の
期
待
や
正
解
で
は
な
く
、
自

分
自
身
の
内
な
る
ি
動
か
ら
生
ま
れ
た

挑
戦
で
あ
る
か
を
見
つ
め
ま
す
Ố

ᶆ
『
成
功
し
そ
う
か
よ
り
、
ࣦ
ഊ
を
意

ຯ
あ
る
経
ݧ
に
で
き
る
か
を
見
る
』

ࣦ
ഊ
を
学
び
に
変
え
、
次
の
行
動
の
ྐ

に
で
き
る
か
を
問
い
か
け
ま
す
Ố

合
൱
を
超
え
て
「
挑
戦
し
て
良
か
っ
た
」

「
ޠ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
経
ݧ
を
提

ڙ
す
る
こ
と
Ố
こ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
ま

ち
に
「
挑
戦
す
る
文
化
」
を
根
付
か
せ
て
い

ま
す
Ố

実
ࡍ
に
、
町
内
で
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
や
、
新
し
い
人
の
流
れ
、
文
化
が

ண
実
に
ժ
生
え
て
い
ま
す
Ố

こ
こ
で
、
町
内
で
新
た
に
生
ま
れ
た
特
௃

的
な
ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン
チ
ャ
ー
た
ち
を
紹
介
し

ま
す
Ố

森
と
生
き
る

・
馬
ൖ
に
よ
る
環
境
഑
ྀ
型
林
業
ờ
西
೮
馬

ൖ
Ở

馬
ൖ
に
よ
り
自
然
と
共
存
す
る
環
境
に
や

さ
し
い
林
業
を
運
営
（
馬
ൖ
と
は
െ
࠾
し
た

木
を
馬
で
運
ぶ
林
業
）Ố
馬
で
ാ
を
耕
す
馬

耕
、
小
学
生
向
け
の
野
外
教
室
、
馬
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
う
イ
ϕ
ン
ト
な
ど
も
実
施

・
地
域
材
を
活
用
し
た
੡
材
と
暮
ら
し
の
提

案
（
ג
式
会
社
木
の
種
社
）

「
地
域
に
あ
る
資
源
で
や
っ
て
い
く
」「
森

を
引
き
継
͗
将
来
に
࢒
す
」「
木
を
活
か
す

技
術
を
࢒
す
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
、
町
内

▲ローカルベンチャースクール

▲馬搬作業の様子
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に
あ
る
木
で
持
続
可
能
で
ち
ょ
っ
と
楽
し
い

暮
ら
し
を
提
ڙ
す
る
੡
材
所

食
を
届
け
る

・
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
基
づ
く
ฏ
ࣂ

い
ཛ
と
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
ờ
10
̰
ג
式
会
社
Ở

ܲ
の
ฏ
ࣂ
い
（
世
界
基
準
の
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
）に
よ
る「
ฏ
ࣂ
い
ཛ（
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ܲ
ཛ
）」
の
ൢ
ച
・
Ճ
޻
と
ཛ
を

産
み
ऴ
え
た
਌
ܲ
を
࢖
っ
た
料
理
を
提
ڙ
す

る
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
経
営

・
循
環
型
ச
産
ビ
ジ
ネ
ス
ờ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
ג
式
会
社
Ở

環
境
に
ෛ
ՙ
の
গ
な
い
์
຀
和
ڇ
生
産
に

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
を
見
ਾ
え
、
生
産
・

Ճ
޻
・
ൢ
ച
ま
で
一
貫
し
て
行
う
持
続
可
能

な
循
環
型
ச
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
運
営

地
域
を
つ
な
ぐ

・
公
共
交
通
を
補
完
す
る
新
た
な
モ
ビ
リ

テ
ỹ
ờ
ミ
ー
ツ
ג
式
会
社
Ở

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ỹ
の
֦
大
で
、
公
共
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
ݶ
界
・
高
齢
者
の
໔
ڐ
ฦ
ೲ
・
観

光
٬
の
足
・
見
回
り
؃
護
・
高
齢
者
の
お
手

఻
い
な
ど
地
域
課
題
を
解
決
す
る
新
た
な
モ

ビ
リ
テ
ỹ
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
中

・
モ
ン
ΰ
ル
の
༡
຀
文
化
の
体
ݧ
ờ
ג
式
会

社
ア
Ϥ
ン
ガ
Ở

自
身
も
幼
い
こ
Ζ
༡
຀
生
活
を
し
て
い
た

中
国
・
内
モ
ン
ΰ
ル
自
治
区
出
身
者
が
、
モ

ン
ΰ
ル
఻
౷
の
住
居
「
ή
ル
」
や
༽
の
์
຀

な
ど
、
内
モ
ン
ΰ
ル
の
暮
ら
し
を
日
本
で
も

体
ݧ
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
備
中

こ
の
΄
か
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ύ
ン
職

人
、
厚
真
町
特
産
ϋ
ス
カ
ッ
プ
の
ビ
ネ
ガ
ー

੡
造
、
自
ら
༌
入
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の
ᖿ
ઝ
、

町
内
産
木
材
を
利
用
し
た
木
材
Ճ
޻
、
̣
Ｇ

Ｏ
か
ら
の
ᗉ
੡
職
人
、
ܢ
流
௼
り
ガ
イ
ド
、

サ
ラ
ϒ
Ϩ
ッ
ド
ൢ
ച
情
報
サ
イ
ト
運
営
、

ア
ー
ト
デ
ザ
イ
φ
ー
、
個
人
๵
易
঎
、
ө
૾

カ
メ
ラ
マ
ン
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
森
林
管
理
…

̴
̓
̲
、
多
く
の
プ
Ϩ
ー
Ϡ
ー
が
活
躍
し
て

い
ま
す
Ố

４
．「
活
躍
人
口
」
に
よ
る
新
し
い

価
値
の
発
見
（
二
地
域
居
住
の

推
進
）

ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン
チ
ャ
ー
で
ഓ
っ
た
土
৕
を

活
か
し
、
厚
真
町
が
新
た
に
推
進
す
る
の
が

「
二
地
域
居
住
」
で
す
Ố

こ
れ
は
、
都
市
と
地
方
な
ど
ෳ
数
の
拠
点

を
行
き
来
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
普
及
さ

せ
、
地
域
の
活
力
維
持
と
、
個
人
の
豊
か
な

暮
ら
し
の
྆
立
を
め
ざ
す
も
の
で
す
Ố

۩
体
的
に
は
Ҏ
下
の
ޮ
Ռ
を
期
待
し
て
い

ま
す
Ố

1ʣ

関
係
人
口
の
֦
大
に
よ
る「
人
の
流
れ
」

の
創
出

2ʣ

地
域
の
担
い
手
確
保
お
よ
び
課
題
解
決

3ʣ

移
住
・
定
住
へ
の
「
入
口
」
の
֦
大

4ʣ

多
様
化
す
る
暮
ら
し
方
・
働
き
方
へ
の

対
応

5ʣ

災
害
等
の
リ
ス
ク
分
ࢄ
に
よ
る
生
活
継

続
性
の
向
上

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
手
ஈ
で

す
Ố厚

真
町
に
お
け
る
二
地
域
居
住
は
、
୯
な

る
都
市
と
地
方
の
ԟ
来
で
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

町
で
の
労
働
・
消
අ
・
౤
資
を
通
じ
て
ߩ
ݙ

し
て
く
れ
る
人
ʑ
を
「
活
躍
人
口
」
と
定
義

し
ま
し
た
Ố場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
働
き
方
・

暮
ら
し
方
を
提
ڙ
し
、
そ
の
結
Ռ
と
し
て
新

し
い
価
஋
観
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
Ố

こ
の
推
進
に
お
い
て
最
大
の
ݤ
と
な
る
の

が
、
前
ड़
の
ロ
ー
カ
ル
ϕ
ン
チ
ャ
ー
に
代
表

さ
れ
る
「
多
様
で
多
࠼
な
人
材
」
で
す
Ố
現

在
、
本
町
に
は
「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
好
循
環

が
生
ま
れ
て
お
り
、
൴
ら
の
存
在
が
新
し
い

人
ʑ
を
ऒ
き
つ
け
る
࣓
力
と
な
っ
て
い
ま
す
Ố

ま
た
、国
の
制
度
（
地
域
活
性
化
起
業
人
）

を
活
用
し
た
副
業
人
材
を
「
活
躍
人
口
」
と

し
て
ੵ
極
的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
行
政
に

足
り
て
い
な
い
部
分
を
、
民
ؒ
企
業
の
持
つ

ス
キ
ル
を
आ
り
て
課
題
解
決
を
ਤ
っ
て
い
ま

す
Ố

５
．
日
常
を
「
価
値
」
に
変
え
る
挑

戦
（
お
わ
り
に
）

令
和
８
年
度
に
は
、
町
と
民
ؒ
企
業
の
共

同
出
資
に
よ
る『（
Ծ
শ
）ま
ち
づ
く
り
会
社
』

の
設
立
を
予
定
し
て
い
ま
す
Ố新
会
社
で
は
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
機
能
や
関
連
施
設
の
運

営
・
管
理
、
ۭ
き
家
の
活
用
な
ど
を
担
い
、

二
地
域
居
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
ਝ
଎
に
応

え
る
体
制
を
構
ங
し
ま
す
Ố

私
た
ち
が
Կ
気
な
く
見
過
ご
し
て
い
る
日

ৗ
風
景
、
農
家
の
営
み
、
そ
し
て
ロ
ー
カ
ル

ϕ
ン
チ
ャ
ー
の
೤
気
Ố
こ
れ
ら
を
都
会
の
人

た
ち
に
と
っ
て
の
「
価
஋
あ
る
素
材
」
と
し

て
࠶
定
義
し
、
地
域
課
題
解
決
に
資
す
る
持

続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
と
ঢ
՚
さ
せ

て
い
き
ま
す
Ố

厚
真
町
は
こ
れ
か
ら
も
、
挑
戦
者
と
共
に

「
変
化
」
を
楽
し
み
、
し
な
や
か
に
進
化
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
Ố

北
海
道
厚
真
町

地
方
創
生
担
当

理
事

大
௶

秀
幸▲厚真町に集う挑戦者たち

ٳ
ץ
ͷ
͓
஌
Β
ͤ

３
月
ú÷
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
３
５
５
号
は
４
月
６
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
東
口
に
商
業
施
設
「
め
め
ぐ
る

ふ
た
ば
」
オ
ー
プ
ン

生
活
環
境
改
善
、
に

ぎ
わ
い
創
出
に
期
待

福
島
県
双
葉
町

（
福
島
県
双ふ
た
葉ば

町ま
ち
）

福
島
県
૒
葉
町
が
̟
̧
૒
葉
Ӻ
東
口
の
町
立
体

育
ؗ
੻
地
に
整
備
し
た
঎
業
施
設
は
14
日
、
オ
ー

プ
ン
し
た
Ố
ҿ
食
ళ
３
ళ
ฮ
が
入
る
Ố
東
日
本
大

震
災
と
東
京
ి
力
福
島
第
１
原
発
事
故
発
生
後
、

Ӻ
前
に
ҿ
食
ళ
が
で
き
る
の
は
初
め
て
Ố
町
の
復

興
に
向
け
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
生
活
環
境
の
改

善
や
、
に
͗
わ
い
創
出
が
期
待
さ
れ
る
Ố
現
地
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
Ố

入
居
す
る
の
は
「
۲
と
మ
൘
だ
る
ま
」（
営
業

࣌
ؒ
ޕ
前
11
࣌
～
ޕ
後
９
࣌
、日
༵
・
ॕ
日
ٳ
み
）、

「
̘
Ａ
̛
̚

̛
̪
̩
Ａ
Ｂ
Ａ
」（
同
ޕ
前
11
࣌
３

０
分
～
ޕ
後
９
࣌
、
月
༵
ٳ
み
）、「
居
ञ
屋
こ
ん

ど
こ
そ
૒
葉
ళ
」（
同
ޕ
前
10
࣌
～
ޕ
後
３
࣌
、

ޕ
後
５
࣌
～
ޕ
後
９
࣌
、
日
༵
・
水
༵
ٳ
み
）
の

３
ళ
ฮ
Ố

約
１
３
７
０
ฏ
方
メ
ー
ト
ル
の
ෑ
地
に
మ
ࠎ
ฏ

屋
の
３
ళ
ฮ
が
連
な
る
Ố
来
ళ
者
や
住
民
ら
が
交

流
で
き
る
よ
う
ෑ
地
内
に
広
場
を
設
け
た
Ố
町
は

今
後
、
ඞ
要
に
応
じ
て
ྡ
接
地
に
঎
業
施
設
の
֦

ॆ
を
検
討
す
る
Ố

記
念
式
典
で
は
伊
୔
࢙
࿕
町
長
が
「
町
に
新
し

い
ժ
が
育
ち
、成
長
し
て
い
く
࢟
が
見
え
る
よ
う
、

今
後
も
復
興
を
進
め
て
い
く
」と
あ
い
さ
つ
し
た
Ố

坂
本
竜
太
郎
ऺ
院
議
員
（
自
民
、
福
島
県
４
区
）、

森
խ
子
参
院
議
員
（
福
島
県
選
挙
区
）、
岩
本
久

人
町
議
会
議
長
ら
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
΂
た
Ố
関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
、
施
設
の
஀
生
を
ॕ
っ
た
Ố

式
典
ऴ
了
後
、
֤
ళ
ฮ
に
次
ʑ
と
町
民
ら
が
訪

れ
た
Ố
町
内
に
住
む
無
職
国
分
信
一
さ
ん
（
76
）

は
「
生
活
の
利
便
性
が
高
ま
る
Ố
町
が
に
͗
わ
い

を
取
り
໭
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」と
話
し
た
Ố

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
঎
業
施
設
の
愛
শ
は
「
̢

̚
̢
̚
Ｇ
̪
̧
̪

̛
̪
̩
Ａ
Ｂ
Ａ
（
め
め
ぐ
る

ふ
た
͹
）」
に
決
ま
っ
た
Ố
記
念
式
典
の
席
上
、

伊
୔
࢙
࿕
町
長
が
発
表
し
た
Ố

ժ
が
出
る
の
方
言
「
め
め
ぐ
る
」
と
、
ҿ
食
の

「
グ
ル
メ
」
を
ֻ
け
合
わ
せ
た
Ố「
多
く
の
人
ʑ
が

町
を
巡
り
、ժ
が
出
る
未
来
を
想
૾
し
て
΄
し
い
」

と
の
ئ
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
Ố

（
２
０
２
６
年
3
月
15
日
・
福
島
民
報
）

デ
マ
ン
ド
交
通
、
観
光
客
に
活
路

若
狭
町

「
わ
く
わ
く
タ
ク
シ
ー
」
美
浜
町
「
チ
ョ
イ

ソ
コ
み
は
ま
」
持
続
可
能
な
事
業
へ
利
用

拡
大
狙
う

（
福
井
県
若わ
か
狭さ

町ち
ょ
う・
美み

浜は
ま
町ち
ょ
う）

ి
話
や
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る
車
の
乗
り
合
い

サ
ー
ビ
ス
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」Ố
福
井
県
ए
ڱ
町

は
４
月
１
日
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

区
域
を
町
北
部
の
ৗ
神
～
海
山
を
含
む
全
区
域
に

֦
大
し
、
利
用
ଅ
進
を
目
ࢦ
し
町
民
Ҏ
外
の
観
光

٬
ら
に
も
対
象
を
広
げ
る
こ
と
を
決
め
た
Ố
美
浜

町
も
同
日
か
ら
、
３
年
ؒ
の
実
ূ
運
行
を
ऴ
え
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
「
チ
ἀ
イ
ソ
コ
み
は
ま
」
の
本
֨

運
行
を
開
始
す
る
Ố
運
行
経
අ
の
確
保
な
ど
課
題

も
ࢦ
ఠ
さ
れ
る
中
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
将
来
的

な
事
業
継
続
に
向
け
た
྆
町
の
޻
夫
を
୳
っ
た
Ố

ए
ڱ
町
で
は
２
０
１
６
年
か
ら
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
「
わ
く
わ
く
タ
ク
シ
ー
」
を
ৗ
神
～
海
山

を
আ
く
町
内
で
ฏ
日
運
行
し
て
い
る
Ố
し
か
し
、

利
用
者
は
年
ʑ
ݮ
গ
܏
向
に
あ
り
、
本
年
度
は
２

月
末
࣌
点
で
６
５
０
０
人
と
ࡢ
年
度
よ
り
約
１
５

０
０
人
গ
な
い
Ố
町
担
当
者
は
「
ए
ڱ
町
で
ݦ
ஶ

に
進
む
人
口
ݮ
と
高
齢
者
の
໔
ڐ
保
有
率
が
上
ঢ

܏
向
に
あ
る
こ
と
が
要
Ҽ
」
と
推
ଌ
す
る
Ố

事
業
継
続
に
は
利
便
性
の
向
上
が
ඞ
ਢ
で
、
町

は
４
月
１
日
か
ら
Ϩ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
美
方
ප
院
（
同

町
気
山
）
～
ৗ
神
ま
で
の
町
営
バ
ス
が
利
用
者
ݮ

গ
な
ど
で
ݮ
便
す
る
の
に
合
わ
せ
、
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
の
ৗ
神
～
海
山
を
タ
ク
シ
ー
の
運
行
区
域

に
Ճ
え
る
Ố
ฏ
日
に
Ճ
え
土
日
ॕ
日
も
町
内
全
域

で
運
行
す
る
こ
と
も
決
め
た
Ố
変
更
点
を
い
か
に

多
く
の
町
民
に
周
知
で
き
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
Ố

美
浜
町
は
２
０
２
３
年
か
ら
町
内
全
域
で
実
ূ

運
行
し
て
き
た
デ
マ
ン
ド
交
通
「
チ
ἀ
イ
ソ
コ
み

は
ま
」
の
利
用
者
数
が
ӈ
ݞ
上
が
り
で
ॱ
調
に
推

移
し
て
い
る
Ố
୮
生
、
新
庄
、
日
向
の
３
路
線
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ỹ
ー
バ
ス
の
利
用
者
ݮ
গ
を
എ
景

に
、
最
適
な
公
共
交
通
の
方
法
を
見
い
だ
そ
う
と

運
行
し
て
き
た
Ố

２
０
２
２
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ỹ
ー
バ
ス
利
用

者
が
８
５
０
５
人
だ
っ
た
の
に
ൺ
΂
、
本
年
度
の

チ
ἀ
イ
ソ
コ
み
は
ま
利
用
者
は
１
ສ
８
５
６
４
人

（
見
込
み
）
と
、
実
ূ
前
後
で
１
ສ
人
Ҏ
上
増
Ճ

し
た
Ố

一
方
、
予
約
に
ඞ
要
な
会
員
登
࿥
を
し
た
の
は

ࡢ
年
12
月
࣌
点
で
１
１
２
５
人
Ố
利
用
者
数
と
ൺ

ֱ
す
る
と
リ
ピ
ー
タ
ー
が
ඇ
ৗ
に
多
い
܏
向
に
あ

る
と
分
か
る
Ố
デ
マ
ン
ド
交
通
の
メ
リ
ッ
ト
が
住

民
に
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
登
࿥
者
数
が
伸
び
೰
ん

で
い
る
現
ঢ়
が
う
か
が
え
る
Ố

྆
町
と
も
、
持
続
可
能
な
事
業
実
施
に
向
け
、

観
光
٬
を
重
要
な
利
用
者
タ
ー
ή
ッ
ト
に
Ґ
置
づ

け
る
Ố
ए
ڱ
町
で
は
、
高
齢
者
ら
交
通
ऑ
者
の
生

活
を
支
え
る
手
ஈ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
町
外
の

人
に
も
観
光
地
や
民
॓
へ
の
移
動
な
ど
で
࢖
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
４
月
１
日
か
ら
町
民
ݶ
定
だ
っ

た
利
用
制
ݶ
を
ఫ
廃
す
る
Ố

今
後
、
町
内
の
̟
̧
小
浜
線
の
Ӻ
や
、
ए
ڱ
三

方
五
ބ
観
光
協
会
、
民
॓
な
ど
の
協
力
を
ಘ
て
、

チ
ラ
シ
ܝ
ࣔ
や
ϗ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
な
ど
で
観
光
٬
に

ੵ
極
的
に
Ｐ
̧
し
て
い
く
Ố
町
担
当
者
は
「
住
民

の
利
便
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
観
光
地
の
訪
問
者

の
増
Ճ
に
も
つ
な
げ
る
」
と
意
気
込
む
Ố

美
浜
町
は
、
ರ
賀
市
と
美
浜
町
を
結
ぶ
福
井
మ

道
の
路
線
バ
ス
「
ੁ
浜
線
」
の
廃
止
に
伴
い
、
水

থ
浜
や
民
॓
な
ど
が
Ґ
置
す
る
ए
ڱ
࿷
Ԋ
い
の
東

地
区
と
町
役
場
周
辺
を
運
行
区
域
と
し
て
ࡢ
年
４

月
か
ら
提
ڙ
し
て
い
る
別
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の
愛

শ
を
「
美
浜
ϒ
ル
ー
ラ
イ
ン
」
と
命
名
Ố
青
を
基

調
と
し
、
美
浜
の
美
し
い
海
؛
線
を
表
現
す
る
人

目
に
付
く
デ
ザ
イ
ン
の
新
車
྆
を
導
入
し
、
美
浜

Ӻ
を
߱
り
た
観
光
٬
の
利
用
֦
大
を
ૂ
う
Ố
今
年

２
月
の
新
車
྆
お
൸
࿐
目
式
で
戸
嶋
秀
थ
町
長
は

「
さ
ら
に
利
用
を
֦
大
す
る
に
は
ど
う
す
΂
き
か

を
ߟ
え
、
よ
り
よ
い
地
域
の
足
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
く
」
と
力
を
込
め
た
Ố

（
２
０
２
６
年
3
月
16
日
・
福
井
新
聞
）

持
続
可
能
な
医
療
体
制
確
保

遠
隔
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
で
協
定

熊
本
県
産
山
村
と
小
国

公
立
病
院

（
熊
本
県
産う
ぶ
山や
ま
村む
ら
）

産
山
村
と
小
国
公
立
ප
院
（
小
国
町
）
は
16
日
、

村
਍
療
所
で
ԕ
ִ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
਍
療
を
実
施
す

る
連
ܞ
協
定
を
結
ん
だ
Ố
村
は
、
小
国
公
立
ප
院

が
持
続
可
能
な
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
進

め
る
医
療
%
9
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
Ỽ
ー

メ
ー
シ
ἀ
ン
）
に
Ճ
わ
る
Ố
オ
ン
ラ
イ
ン
਍
療
は

月
1
～
2
日
ఔ
度
を
予
定
Ố
等
身
大
の
࢟
が
ө
る

55
型
モ
ニ
タ
ー
を
用
い
る
Ố

産
山
村
の
医
療
機
関
は
村
਍
療
所
1
カ
所
の

み
Ố
਍
࡯
は
、熊
本
市
在
住
の
਍
療
所
長
の
΄
か
、

阿
ો
医
療
セ
ン
タ
ー
（
阿
ો
市
）、
熊
本
機
能
ප

院
（
熊
本
市
）
な
ど
県
内
外
5
機
関
の
医
師
が
輪

൪
制
で
週
5
日
担
っ
て
き
た
Ố
こ
の
う
ち
大
分
県

竹
田
市
の
ප
院
が
3
月
末
で
医
師
೿
ݣ
を
ऴ
え
る

た
め
、
村
が
小
国
公
立
ප
院
に
要
請
し
た
Ố

こ
の
日
、
村
役
場
で
క
結
式
が
あ
り
、
井
༤
一

郎
産
山
村
長
は
渡
邉
誠
次
小
国
町
長
と
協
定
書
を

交
わ
し
、「
ฏ
日
は
਍
療
所
が
開
い
て
い
て
、
ԕ

ִ
を
含
め
医
師
に
਍
て
も
ら
え
る
安
心
感
は
村
民

に
と
っ
て
ༀ
に
も
な
る
」
と
ड़
΂
た
Ố

小
国
公
立
ප
院
は
２
０
２
３
年
7
月
、
町
内
の

サ
テ
ラ
イ
ト
਍
療
所
に
医
師
が
ৗ
ற
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
਍
療
を
開
始
Ố
24
年
2
月
か
ら
は
移
動
਍
療

「
医
療
.
B
B
4
（
マ
ー
ス
）」
の
一
環
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
਍
療
車
「
ࣲ
三
郎
߸
」
を
運
行
し
て

い
る
Ố
ࣲ
三
郎
߸
は
小
国
町
、南
小
国
町
に
Ճ
え
、

産
山
村
へ
巡
回
す
る
計
画
も
進
ん
で
い
る
Ố（
宮

崎
あ
ず
さ
）

（
２
０
２
６
年
3
月
17
日
・
熊
本
日
日
新
聞
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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は
な
み
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 ʢ第ࡾछ༣ศ෺ೝՄʣ 第����号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

青
森
県
最
北
東
端
の
村
・
東
通
村
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」
は
、

1
9
9
5
年
に
村
の
イ
ベ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
公
募
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し

た
。
尻
屋
崎
の
「
寒
立
馬
（
か
ん
だ
ち
め
）」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
て
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
の

「
尻
屋
埼
灯
台
」
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

2
0
1
8
年
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
た
〝
実
体
化
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」

と
し
て
登
場
し
、
村
の
特
産
品
や
観
光
、
郷
土

芸
能
を
P
R
し
な
が
ら
、
村
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
6
年
7
月
に
は
、

白
亜
の
灯
台
「
尻
屋
埼
灯
台
」
を
舞
台
に
、「
灯

台
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
i
n
東
通
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
国
内
外
の
灯
台
フ
ァ
ン
が
集
う
こ
の

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
を
「
か
ん
だ
ち
く
ん
」
も
全

力
で
盛
り
上
げ
ま
す
。

「
は
な
み
ち
ゃ
ん
」
は
、「
船
岡
城
址
公
園

の
桜
」
や
「
白
石
川
堤
一
目
千
本
桜
」
で
有
名

な
「
花
の
ま
ち
柴
田
」
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
す
。
頭
に
は
町
の
花
「
桜
」
を
あ
し
ら
い
、

体
は
町
の
特
産
品
「
柚
子
」
で
で
き
て
い
て
、

2
0
1
2
年
7
月
7
日
に
「
は
な
み
ち
ゃ
ん
」

が
大
好
き
な
「
船
岡
城
址
公
園
」
で
お
披
露

目
さ
れ
ま
し
た
。「
船
岡
城
址
公
園
」
で
は
、

桜
ま
つ
り
（
4
月
）
や
紫
陽
花
ま
つ
り
（
6

月
〜
7
月
）、
曼
珠
沙
華
ま
つ
り
（
9
月
〜
10

月
）、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

（
12
月
）、
季
節
の
花
の
展
示
即
売
会
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
楽
し
め
、「
は
な
み
ち
ゃ
ん
」

も
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
、

町
民
や
観
光
客
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
は
な
み
ち
ゃ
ん
」
は
、
四

季
折
々
に
花
で
彩
ら
れ
る
「
花
の
ま
ち
柴
田
」

を
P
R
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
は
な

み
ち
ゃ
ん
」
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

小清水町役場じゃがいもでんぷん課主事。7
月28日生まれの男の子。「でんぷんだんご」
作りが得意で、好物ももちろん「でんぷんだ
んご」。時々、「でんぷんだんご」を焼くとき
に使うヘラを手に持っている。

1
月
7
日
生
ま
れ
の
男
の
子
。
ど
の
よ
う
な
環
境
に
も
対
応
す
る

た
く
ま
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。
大
き
な
お
腹
に
は
優
し
さ
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
（
は
ず
）。
尻
屋
崎
の
芝
生
が
大
好
き
。
趣
味

は
か
け
っ
こ
。「
シ
コ
タ
ン
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
」
は
嫌
い
な
の
で
、
食
べ

な
い
。

7月7日生まれ。桜の妖精と柚子の妖精の間に
生まれた花の妖精。いつも笑顔で、明るく前向
き。特技は誰とでもすぐ仲良しになれること。
柚子風味の食べ物や飲み物が大好き。素早い動
きはちょっと苦手。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
の
ぞ
む
花
と
野
鳥
の
ま

ち
・
小
清
水
町
で
は
、
郷
土
料
理
と
し
て
古
く

か
ら
伝
わ
る
「
で
ん
ぷ
ん
だ
ん
ご
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
町
の
特
産
品
「
じ
ゃ
が
い
も
」

の
で
ん
ぷ
ん
と
煮
豆
を
こ
ね
た
生
地
を
焼
い

た
も
の
で
、
こ
の
「
で
ん
ぷ
ん
だ
ん
ご
」
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
で
ん
坊
」

で
す
。
頭
に
は
バ
ン
ダ
ナ
を
巻
き
、「
だ
ん
ご
」

と
「
じ
ゃ
が
い
も
」
の
球
形
を
模
し
た
体
形
に
、

目
・
鼻
・
口
は
具
材
で
あ
る
金
時
豆
で
す
。

2
0
1
3
年
6
月
22
日
に
道
の
駅
で
開
催
さ

れ
た
「
S
L
歓
迎
は
な
や
か
祭
i
n
小
清
水
」

で
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
ま
だ

名
前
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
同
年
7
月
の
「
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」
で
名
前
が
公
表
さ
れ
、
10
月

3
日
に
は
、
架
空
の
部
署
「
じ
ゃ
が
い
も
で
ん

ぷ
ん
課
」
の
特
命
職
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
町
の
P
R
の
た

め
、各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

で
ん
坊

か
ん
だ
ち
く
ん

Vol.188

北
海
道
小こ

清し

水み
ず

町ち
ょ
う

宮
城
県
柴し

ば

田た

町ま
ち

青
森
県
東ひ

が
し

通ど
お
り

村む
ら

東
通
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

小
清
水
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

花
の
ま
ち
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

宮城県柴田町

北海道小清水町

青森県東通村

ぼ
う
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美
咲
町
と
い
え
͹
、「
た
ま
ご
か
け
ご

は
ん
（
̩
̠
Ｇ
）」
―
Ố
棚
田
ถ
と
町
内

産
の
新
઱
な
た
ま
ご
、
シ
ソ
や
ジ
ン

ジ
ャ
ー
な
ど
４
種
類
の
専
用
ে
༉
と
ম
き

ΰ
マ
が
人
気
の
ൿ
݃
で
す
Ố
町
出
身
で
日

本
初
の
๜
字
新
聞
を
創
ץ
し
た
؛
田
ۛ
߳

（「
ྷ
子
૾
」
で
知
ら
れ
る
༸
画
家
・
؛
田

ཱུ
生
の
父
）
が
愛
好
し
た
と
さ
れ
る
こ
と

に
ち
な
み
、
̩
̠
Ｇ
専
門
ళ
「
食
ಊ
か

め
っ
ち
Ố」
が
連
日
に
͗
わ
い
を
み
せ
て

い
ま
す
Ố

美
咲
町
は
岡
山
市
か
ら
車
や
ؿ
車
で
北

に
約
１
࣌
ؒ
の
と
こ
Ζ
に
あ
り
、
人
口
１

２
、
５
０
０
人
Ố
ฏ
成
17
年
に
３
町
が
合

併
し
た
町
で
、
中
国
山
地
の
山
あ
い
に
あ

る
典
型
的
な
中
山
ؒ
地
域
で
す
Ố

令
和
2
年
の
国
੎
調
査
で
は
人
口
ݮ
গ

率
が
９
・
６
％
と
岡
山
県
で
ϫ
ー
ス
ト
に

な
り
ま
し
た
Ố
そ
こ
で
町
は
人
口
ݮ
、
ࡀ

入
ݮ
を
前
提
に
地
域
の
新
た
な
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
す
「
ݡ
く
ऩ
ॖ
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
振
興
計
画
や
行
財
政
改
革
大
綱
で

ଧ
ち
出
し
、
大
୾
な
施
設
の
集
約
に
乗
り

出
し
ま
し
た
Ố

約
7
割
を
国
が
み
て
く
れ
る
合
併
特
ྫ

࠴
の
発
行
期
ݶ
（
令
和
6
年
度
末
）
を
に

ら
み
、
5
年
度
Ҏ
߱
、
49
施
設
83
౩
（
延

চ
໘
ੵ
計
５
２
、
０
０
０
ᶷ
）
を
আ
却
し

た
り
ച
却
Ố
ϋ
コ
モ
ϊ
を
取
り
յ
し
、
機

能
を
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
Ố

ྫ
え
͹
、
町
中
心
部
に
ࡢ
年
5
月
オ
ー

プ
ン
し
た
多
世
代
交
流
拠
点
は
、
役
場
、

公
民
ؗ
、
ਤ
書
ؗ
な
ど
６
つ
の
機
能
が
あ

る
ෳ
合
エ
リ
ア
で
、
ݐ
設
前
に
ൺ
΂
利
用

者
数
は
公
民
ؗ
は
7
ഒ
、ਤ
書
ؗ
は
4
ഒ
、

直
ച
所
の
物
産
セ
ン
タ
ー
の
ച
り
上
げ
は

3
割
、
そ
れ
ͧ
れ
増
え
ま
し
た
Ố

چ
Ѵ
町
の
小
学
校
੻
に
は
、
町
総
合
支

所
、
ਤ
書
ؗ
、
子
ど
も
第
３
の
居
場
所
、

਍
療
所
、
多
目
的
ϗ
ー
ル
な
ど
8
つ
の
機

能
を
集
め
ま
し
た
Ố
い
ず
れ
も
生
活
に
ඞ

要
な
機
能
を
集
め
る
こ
と
で
住
民
の
利
便

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
維
持
管
理
අ
の

௿
ݮ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
Ố

令
和
5
年
に
は
岡
山
県
下
に
先
が
け
て

小
中
一
貫
9
年
制
の
義
務
教
育
学
校
「
Ѵ

学
園
」、
同
6
年
に
は
「
ࡤ
原
学
園
」
を

相
次
͗
開
校
さ
せ
ま
し
た
Ố
์
課
後
は
住

民
Ϙ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
が
学
श
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
第
3
の
居
場
所
や
児
ಐ
ؗ
で
༡
ん
で

い
ま
す
Ố

同
࣌
に
進
め
た
の
は
、
地
域
運
営
組
৫

「
小
規
模
多
機
能
自
治
」
で
す
Ố
自
治
会

の
枠
を
超
え
町
内
13
地
区
で
、い
わ
͹〝
む

ら
の
ࠔ
り
ご
と
解
決
隊
〟
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
Ố
ま
ず
は
住
民
全
員
ア
ン
έ
ー
ト
の

質
問
づ
く
り
、
഑
布
、
回
ऩ
、
集
計
、
分

ੳ
を
し
、
結
Ռ
を
も
と
に
地
域
み
ら
い
計

画
を
つ
く
り
、
町
が
小
規
模
多
機
能
自
治

組
৫
と
し
て
ೝ
定
し
て
い
ま
す
Ố

ア
ン
έ
ー
ト
の
対
象
は
小
学
校
4
年
生

か
ら
と
い
う
地
域
も
出
て
き
ま
し
た
Ố
回

ऩ
率
は
80
％
～
90
％
台
に
な
り
、
ύ
ソ
コ

ン
が
ඞ
要
に
な
る
集
計
か
ら
は
子
育
て
中

の
お
฼
さ
ん
や
学
生
が
Ճ
わ
っ
て
き
ま
す
Ố

「
地
域
の
ࠔ
り
ご
と
」
で
ど
こ
も
上
Ґ

に
挙
が
る
૲
刈
り
で
は
、
よ
り
安
全
に
૲

刈
り
が
で
き
る
住
民
を
増
や
そ
う
と
イ
ϕ

ン
ト
形
式
の
「
૲
刈
り
王
選
手
権
」
が
開

か
れ
た
り
、
ಠ
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
൱

確
ೝ
の
た
め
の
「
黄
ض
運
動
」、
地
域
住

民
と
小
学
生
が
い
っ
し
ょ
に
ۭ
き
家
の
ย

づ
け
と
い
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
最
近
は
小
学
生
か
ら
も
「
し
ょ
う

き
΅
た
き
の
う
じ
ち
で
…
」
と
い
う
言
葉

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
Ố
み
け

ん
に
し
わ
を
寄
せ
て
地
域
の
未
来
を
୰
く

の
で
は
な
く
、人
の
力
と
地
域
の
ឺ
で「
地

域
力
」
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
Ố
あ
え
て
「
東
京
で
は
で
き
な

い
こ
と
」
を
さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
と
ߟ

え
て
い
ま
す
Ố

か
つ
て
ࢹ
࡯
先
と
し
て
は
ま
っ
た
く
無

ԑ
だ
っ
た
こ
の
ま
ち
に
も
令
和
5
年
Ҏ

߱
、
国
内
外
か
ら
義
務
教
育
学
校
や
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
約
４
０
０
件
の
ࢹ

࡯
が
あ
り
ま
し
た
Ố
特
に
公
共
施
設
の
μ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は
ど
こ
も
ඞ
要
性
は
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
な
か
な
か
進
ま
ず
ۤ
ྀ

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
௧
感
し
ま
す
Ố

人
口
ݮ
গ
率
が
岡
山
県
で
ϫ
ー
ス
ト

だ
っ
た
本
町
が
令
和
6
年
に
い
わ
ゆ
る

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
か
ら
脱
却
し
、

一
࣌
は
出
生
率
が
２
・
23
を
記
࿥
、「
子

育
て
に
お
す
す
め
の
ま
ち
」
と
い
っ
た

ネ
ッ
ト
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
3
Ґ
や

4
Ґ
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
Ố「
ݡ
く
ऩ
ॖ
」
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ỹ

ϒ
な
取
組
で
は
な
く
、
将
来
を
見
ਾ
え
、

ま
ち
の
あ
り
方
を
人
の
あ
り
方
に
合
わ
せ

て
い
く
未
来
に
向
け
た
൓
転
߈
੎
で
す
Ố

〝
お
金
で
人
を
௼
る
〟
୯
な
る
サ
ー
ビ
ス

合
戦
で
は
な
く
、
こ
ど
も
た
ち
に
過
度
な

ෛ
担
を
࢒
さ
な
い
こ
と
も
大
切
な
「
こ
ど

も
応
援
」
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
Ố

共
創
で
開
く
地
域
の
未
来

青あ
お

野の

高た
か

陽は
る

岡
山
県
美み

咲さ
き

町
長
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৘ɹใ

2026年（令和 8年） 3月23日ɹ��第3354号

〈
論

説
〉

自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
二
つ
の
こ
と
～
「
仕
事

の
あ
り
方
・
仕
組
み
等
の
見
直
し
」
と
「
人
材

育
成
」
～
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授

嶋
田

暁
文

３
３
４
０

⑷

大
規
模
経
営
と
〝
現
代
的
個
別
経
営
〟
の
併
存

を
ど
う
構
想
す
る
か
？
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所

荘
林

幹
太
郎

３
３
４
５

⑸

〈
活

動
〉

「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関

す
る
緊
急
要
望
」
に
つ
い
て
要
請
活
動

３
３
１
９

⑵

古
口
副
会
長
が
「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と

地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
７
年
度
第
１
回
）」

に
出
席

３
３
１
９

⑷

吉
田
会
長
が
「
地
方
創
生
２
・
０
に
関
す
る
地

方
団
体
と
の
意
見
交
換
」
に
出
席３

３
２
２

⑵

吉
田
会
長
が「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」に
出
席

３
３
２
２

⑷

鈴
木
副
会
長
が
「
令
和
７
年
度
地
域
脱
炭
素
に

関
す
る
国
と
地
方
の
意
見
交
換
会
（
第
１
回
）」

に
出
席

３
３
２
２

⑹

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
９
期
生
）

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行

で
き
る
職
員
を
養
成

３
３
２
３

⑵

次
期
全
国
町
村
会
長
に
棚
野
氏
（
北
海
道
町
村

会
長
・
白
糠
町
長
）
を
選
任

３
３
２
５

⑵

「
令
和
８
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関

す
る
要
望
」
を
決
定

３
３
２
５

⑶

令
和
8
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す

る
要
望
―
重
点
事
項
―

３
３
２
５

⑷

令
和
８
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関
す

る
要
望

３
３
２
５

⑻

吉
田
会
長
が
「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団

体
と
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席

３
３
２
６

⑵

会
長
代
行
に
岩
田
氏
（
千
葉
県
町
村
会
長
・
東

庄
町
長
）、
鈴
木
氏
（
愛
知
県
町
村
会
長
・
大

口
町
長
）、
池
田
氏
（
島
根
県
町
村
会
長
・
隠

岐
の
島
町
長
）
を
選
任

３
３
２
８

⑵

棚
野
会
長
と
鈴
木
副
会
長
・
会
長
代
行
が
石
破

内
閣
総
理
大
臣
等
を
表
敬
訪
問

３
３
２
９

⑵

「
令
和
８
年
度
政
府
予
算
編
成
及
び
施
策
に
関

す
る
要
望
」
で
要
請
活
動

３
３
２
９

⑷

井
上
財
政
委
員
長
が
地
方
財
政
審
議
会
「
地
方

税
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
出
席

３
３
３
１

⑵

棚
野
会
長
が
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合
同

会
議
に
出
席

３
３
３
２

⑵

棚
野
会
長
が
『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率
」
廃
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』
に
つ
い
て

要
請
活
動

３
３
３
２

⑶

井
上
財
政
委
員
長
が
地
方
財
政
審
議
会
「
自
動

車
関
係
税
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
ヒ

ア
リ
ン
グ
に
出
席

３
３
３
２

⑷

岩
田
副
会
長
・
会
長
代
行
と
井
上
財
政
委
員
長

が
『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
廃

止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』
に
つ
い
て
要
請
活
動

３
３
３
３

⑵

令
和
７
年
度
市
区
町
村
長
、
都
道
府
県
議
会

議
長
及
び
市
区
町
村
議
会
議
長

総
務
大
臣
表

彰
式
挙
行
さ
れ
る

３
３
３
６

⑵

棚
野
会
長
が
自
由
民
主
党
を
表
敬
訪
問

３
３
３
８

⑵

棚
野
会
長
が
地
方
財
政
審
議
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

出
席

３
３
３
９

⑵

正
副
会
長
が
自
由
民
主
党
及
び
財
務
省
を
表
敬

訪
問
し
、
意
見
交
換
を
行
う

３
３
４
０

⑵

林
総
務
大
臣
を
表
敬
訪
問

高
橋
総
務
副
大
臣

を
表
敬
訪
問

３
３
４
１

⑵

黄
川
田
地
方
創
生
担
当
大
臣
を
表
敬
訪
問

金

子
国
土
交
通
大
臣
を
表
敬
訪
問

３
３
４
１

⑶

松
本
デ
ジ
タ
ル
大
臣
を
表
敬
訪
問３

３
４
１

⑷

棚
野
会
長
が「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」に
出
席

３
３
４
１

⑸

防
衛
省
及
び
環
境
省
に
対
し
、
ク
マ
類
に
よ
る

被
害
に
関
す
る
緊
急
要
請
を
実
施３

３
４
１

⑹

棚
野
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
会
役
員
が
「
ク

マ
類
の
出
没
及
び
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
た

対
応
に
か
か
る
環
境
省
と
の
意
見
交
換
会
」
に

出
席

３
３
４
１

⑽

井
上
財
政
委
員
長
が
自
民
党
「
予
算
・
税
制
等

に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」
お
よ
び
公
明
党
「
予

算
・
税
制
改
正
要
望
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
出
席

３
３
４
１

⑿

令
和
８
年
度
政
府
予
算
編
成
で
要
請
活
動

３
３
４
３

⑵

中
島
行
政
副
委
員
長
が
「
地
方
創
生
に
関
す
る

地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席

３
３
４
４

⑵

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催

―
12
名
の

町
村
職
員
が
修
了
―

３
３
４
４

⑶

棚
野
会
長
が
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和

７
年
度
第
３
回
）」
に
出
席

３
３
４
５

⑽

美
浦
行
政
委
員
長
が
「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る

国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
7
年
度
第
２

回
）」
に
出
席

３
３
４
５

⑾

本
会
役
員
が
「
自
由
民
主
党
・
公
明
党
・
日
本

維
新
の
会
『
無
償
化
を
含
む
、
多
様
で
質
の
高

い
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
』（
意

見
交
換
）」
及
び
「
い
わ
ゆ
る
教
育
無
償
化
に

関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
出
席

３
３
４
５

⑿

鈴
木
副
会
長
・
会
長
代
行
が
自
由
民
主
党
「
総

務
部
会
関
係
・
消
防
議
員
連
盟
合
同
会
議
」
に

出
席

３
３
４
５

⒁

第
34
次
地
方
制
度
調
査
会
が
発
足
―
本
会
か

ら
は
棚
野
会
長
が
委
員
と
し
て
出
席
―

３
３
４
８

⑵

都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
を
開
催
―

自
治
功
労
者
68
名
を
表
彰
―

３
３
４
９

⑵

地
域
農
政
未
来
塾
修
了
式
を
開
催
―
第
９
期
生

17
名
の
町
村
職
員
が
受
講
―

３
３
５
３

⑵

〈
政

策
〉

学
校
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
教
師
を
取
り

巻
く
環
境
整
備

文
部
科
学
省

初
等
中
等
教

（　
　
　

  　
　

）

令
和
7
年
4
月
～
令
和
8
年
3
月

３
３
１
５
号
～
３
３
５
４
号

町
村
週
報
主
要
索
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育
局

財
務
課

３
３
１
５

⑵

給
付
の
申
請
か
ら
振
込
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
一

気
通
貫
で
デ
ジ
タ
ル
完
結

―
給
付
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
ご
紹
介
―  

デ
ジ
タ
ル
庁
デ
ジ
タ
ル
社

会
共
通
機
能
グ
ル
ー
プ
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
担

当

木
幡  
健
太

３
３
１
６

⑵

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

も
う
と
す
る
自
治
体
を
応
援
し
ま
す
！

ス

ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）
ス
ポ
ー

ツ
地
域
振
興
調
査
官

塚
田

裕
介

３
３
１
７

⑵

生
涯
現
役
地
域
づ
く
り
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て

厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局
高
齢
者
雇
用

対
策
課

３
３
１
８

⑵

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
の
改
定
と
新
た
な
地
域

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

―
地
域
脱
炭
素
２
・

０
に
向
け
て
―

環
境
省
大
臣
官
房
地
域
政

策
課
長

近
藤  

貴
幸

３
３
２
０

⑵

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
概
要

環
境
省
自
然
環
境
局

野
生
生
物
課

鳥
獣
保
護
管
理
室

３
３
２
１

⑵

改
正
基
本
法
に
基
づ
く
、
初
の
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
農
林
水
産
省

大
臣
官
房
政
策
課
企
画
専
門
職

伊
藤
伸
貴

３
３
２
２

⑺

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
に
つ
い

て

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ

地
域
自

立
応
援
課
課
長
補
佐

富
田

慶
一

３
３
２
４

⑵

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２

５
」
に
つ
い
て
「
賃
上
げ
こ
そ
が
成
長
戦
略
の

要
」
＝
25
～
26
年
度
に
Ｐ
Ｂ
黒
字
化
達
成
＝

３
３
２
７

⑵

森
林
経
営
管
理
法
及
び
森
林
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
に
つ
い
て

林
野
庁
森
林
整
備
部
森

林
利
用
課

３
３
２
９

⑹

普
通
交
付
税
17
兆
８
１
９
８
億
円
＝
不
交
付
団

体
は
４
年
連
続
増
＝
―
２
０
２
５
年
度
普
通
交

付
税
大
綱
―

３
３
３
０

⑵

令
和
７
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
（
地

域
お
こ
し
協
力
隊
）
総
務
省
地
域
自
立
応
援
課

課
長
補
佐

藤
岡  

茉
耶

３
３
３
２

⑸

令
和
７
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
②

～
地
域
活
性
化
起
業
人
に
つ
い
て
～
総
務
省

地
域
自
立
応
援
課
課
長
補
佐

宮
川

天
庸

３
３
３
４

⑵

霞
が
関
で
活
躍
す
る
町
村
職
員
～
提
案
募
集
方

式
の
活
用
推
進
～
内
閣
府

地
方
分
権
改
革
推

進
室

３
３
３
５

⑵

交
付
税
２
・
０
％
増
の
19
・
３
兆
円
＝
担
い
手

確
保
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
＝
─
２
０
２
６
年

度
総
務
省
概
算
要
求
─

３
３
３
６

⑶

保
育
の
質
向
上
で
中
核
人
材
育
成
へ
＝
一
般
会

計
は
１
・
７
％
増
の
４
兆
３
０
８
２
億
円
＝
―

２
０
２
６
年
度
こ
ど
も
家
庭
庁
概
算
要
求
―

３
３
３
６

⑹

「
地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ

い
て
」
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
選
定
し
ま
し

た
他
～

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

３
３
３
７

⑵

34
・
７
兆
円
で
過
去
最
大
を
更
新
医
療
・
介

護
の
賃
上
げ
焦
点
に

重
要
政
策
は
年
末
に
決

定
へ

―
２
０
２
６
年
度
厚
生
労
働
省
予
算

概
算
要
求
―

３
３
３
７

⑹

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
役
割
～
町

村
で
の
設
置
・
運
営
に
向
け
て
～
こ
ど
も
家
庭

庁
支
援
局
虐
待
防
止
対
策
課

３
３
３
８

⑶

東
京
一
極
集
中
是
正
へ
、
人
の
流
れ
創
出
＝

20
・
０
％
増
の
２
４
４
４
億
円
―
内
閣
官
房
・

内
閣
府
＝
―
２
０
２
６
年
度
地
方
創
生
関
連
予

算
概
算
要
求
―

３
３
３
８

⑹

コ
メ
の
生
産
性
向
上
に
重
点
＝
農
業
構
造
転
換

集
中
対
策
は
「
別
枠
」
―
２
０
２
６
年
度
農
林

水
産
省
予
算
概
算
要
求
―

３
３
３
９

⑶

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
重
点
＝
19
・
0
％
増

の
７
兆
円
＝
―
２
０
２
６
年
度
国
土
交
通
省
予

算
概
算
要
求
―

３
３
３
９

⑹

新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
に
つ
い
て
～
食
と

暮
ら
し
を
支
え
る
水
と
土
の
未
来
の
た
め
に
～

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
設
計
課
計
画
調
整
室

課
長
補
佐

池
谷
拓
二

３
３
４
０

⑼

地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
方
式
―
地

域
の
課
題
を
解
決
し
よ
う
―

３
３
４
１

⒁

過
去
最
大
の
総
額
６
１
４
３
億
円
超
＝
シ
ス
テ

ム
標
準
化
へ
の
対
策
は
事
項
要
求
＝
―
２
０
２

６
年
度
デ
ジ
タ
ル
庁
予
算
概
算
要
求
―

３
３
４
１

⒆

こ
れ
か
ら
の
町
村
運
営
・
地
域
経
営
と
郵
便
局

～
郵
便
局
に
お
け
る
地
方
創
生
施
策
の
新
展
開

～
日
本
郵
便
本
社
・
執
行
役
員
（
地
域
共
創
事

業
部
担
当
）
竹
中
正
博
同

地
域
共
創
事
業

部
地
方
創
生
担
当
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
前

全
国
町
村
会
事
務
総
長
）
武
居
丈
二

３
３
４
３

⑷

「
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
」
の
ご
紹
介

～

関
係
府
省
庁
の
伴
走
型
支
援
に
よ
る
未
来
技
術

を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
～

内
閣
府

地
方
創
生
推
進
事
務
局

金
井

大
輔

３
３
４
４

⑷

地
域
就
職
氷
河
期
世
代
等
支
援
推
進
交
付
金
の

募
集
に
つ
い
て

３
３
４
６

⑵

地
方
財
政
へ
の
対
応
等
関
係
予
算
・
政
策
の
概
要

３
３
４
７

⑵

地
方
財
政
対
策
と
総
務
省

－

地
方
自
治
関
係
予

算
・
施
策
の
概
要

３
３
４
７

⑸

厚
生
労
働
省

－

厚
生
労
働
省
関
係
予
算
・
施
策

の
概
要

３
３
４
７

�

こ
ど
も
家
庭
庁

－

こ
ど
も
家
庭
庁
予
算
・
施
策

の
概
要

３
３
４
７

�

国
土
交
通
省

－

国
土
交
通
等
関
係
予
算
・
施
策

の
概
要

３
３
４
７

�

農
林
水
産
省

－

農
林
水
産
関
係
予
算
・
施
策
の

概
要

３
３
４
７

�

文
部
科
学
省

－

文
教
関
係
予
算
・
施
策
の
概
要

３
３
４
７

�

経
済
産
業
省

－

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
及

び
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
予
算
・
施
策
の
概
要

３
３
４
７

�

環
境
省

－

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
対
策
等
関
係
予
算
の
概
要

３
３
４
７

�

デ
ジ
タ
ル
庁

－

デ
ジ
タ
ル
庁
関
係
予
算
・
施
策

の
概
要

３
３
４
７

�

棚
田
地
域
振
興
法
の
改
正
に
つ
い
て

農
林
水

産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
地
域
振
興
課

日
本
型
直
接
支
払
班
企
画
係
長
桑
田

利
明

３
３
４
８

⑶

２
０
２
６
年
度
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解

決
モ
デ
ル
都
市
」
の
募
集
開
始
に
つ
い
て

内

閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

３
３
４
９

⑺

気
象
業
務
法
及
び
水
防
法
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

国
土
交
通
省
気
象
庁
総
務
部
企
画
課
、
水

管
理
・
国
土
保
全
局
水
政
課

３
３
５
０

⑵

地
方
応
援
隊
の
取
組
に
つ
い
て

国
土
交
通
省

国
土
政
策
局
総
務
課

農
林
水
産
省
農
村
政
策

部
農
村
計
画
課
農
村
活
性
化
推
進
室
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３
３
５
１

⑵

林
地
に
お
け
る
水
資
源
涵
養
量
（
貯
留
機
能
）

の
簡
易
評
価
手
法

～
見
え
な
い
森
林
の
働
き

を
、
数
字
で｢

見
え
る
化｣

～

林
野
庁
森
林

整
備
部
治
山
課
水
源
地
治
山
企
画
班

３
３
５
２

⑵

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
進
行
担
当
）

３
３
５
４

⑵

〈
随

想
〉

屋
久
島
町
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て

鹿
児
島
県
屋
久
島
町
長

荒
木

耕
治

３
３
１
５

⑾

未
来
を
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

―
町
制
20

周
年
の
節
目
に
寄
せ
て
―

兵
庫
県
多
可
町
長吉

田

一
四

３
３
１
６

⑿

ス
キ
ー
と
温
泉
の
町

青
森
県
大
鰐
町
長山

田

年
伸

３
３
１
７

⑿

自
然
と
と
も
に
歩
む
大
台
町
の
未
来

三
重
県
大
台
町
長大

森

正
信

３
３
１
８

⑿

原
発
が
あ
る
町
か
ら
、
原
発
も
あ
る
町
に

佐
賀
県
玄
海
町
長脇

山
伸
太
郎

３
３
１
９

⑾

東
郷
町
制
施
行
55
周
年

未
来
へ
つ
な
い
で
い

く
愉
し
さ

愛
知
県
東
郷
町
長石

橋

直
季

３
３
２
０

⑾

外
さ
れ
て
い
た
梯
子

山
梨
県
身
延
町
長望

月

幹
也

３
３
２
１

⑿

「
対
話
」
を
大
切
に
し
た
町
政
を
め
ざ
し
て

福
岡
県
大
刀
洗
町
長

中
山

哲
志

３
３
２
２

⒃

鳥
取
県
日
野
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

鳥
取
県
日
野
町
長﨏

田

淳
一

３
３
２
３

⑿

「
束
に
な
っ
て
」
わ
く
わ
く
す
る
未
来
を

山
形
県
舟
形
町
長森　

　

富
広

３
３
２
４

⒆

興
部
酪
農
の
小
さ
な
産
業
革
命

北
海
道
興
部
町
長硲　

　

一
寿

３
３
２
６

⑿

新
し
い
人
の
流
れ
を
感
じ
る
村

奈
良
県
下
北
山
村
長

南　
　

正
文

３
３
２
７

⑾

あ
る
も
の
に
気
づ
き
、
あ
る
も
の
を
磨
き
、
あ

る
も
の
と
生
き
る

熊
本
県
美
里
町
長上

田

泰
弘

３
３
２
８

⑾

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
夢
お
お
い
未
来

神
奈
川
県
大
井
町
長

小
田

眞
一

３
３
２
９

⑿

『
持
続
可
能
な
茶
源
郷
和
束
』
そ
ん
な
理
想
郷

を
め
ざ
し
て

京
都
府
和
束
町
長馬

場

正
実

３
３
３
０

⑿

消
滅
し
て
た
ま
る
か
！
「
山
・
川
・
人
」
資
源

活
用
の
挑
戦

新
潟
県
阿
賀
町
長神

田

一
秋

３
３
３
１

⑿

線
路
は
続
く
よ

い
つ
ま
で
も

愛
媛
県
松
野
町
長坂

本　
　

浩

３
３
３
２

⑿

温
故
知
新
と
幼
き
記
憶

広
島
県
大
崎
上
島
町
長

谷
川

正
芳

３
３
３
３

⑽

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
高
知
県
北
川
村
の
挑
戦

高
知
県
町
村
会
長
・
北
川
村
長

上
村　
　

誠

３
３
３
４

⑿

原
子
力
政
策
と
我
が
人
生

山
口
県
上
関
町
長西　

　

哲
夫

３
３
３
５

⑿

町
長
と
し
て
の
理
念
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

埼
玉
県
と
き
が
わ
町
長

渡
邉

一
美

３
３
３
６

⑿

小
さ
な
村
の
大
き
な
取
組

長
野
県
南
相
木
村
長

中
島

則
保

３
３
３
７

⑿

希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

和
歌
山
県
印
南
町
長

日
裏

勝
己

３
３
３
８

⑿

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦

群
馬
県
大
泉
町
長村

山

俊
明

３
３
３
９

⒃

「
文
教
の
ま
ち
西
原
」
の
風
景
の
移
り
変
わ
り

沖
縄
県
西
原
町
長崎

原

盛
秀

３
３
４
１

�

夢
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
前
へ

宮
城
県
大
和
町
長浅

野

俊
彦

３
３
４
３

⒃

魅
力
あ
ふ
れ
る
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

下
郷
福
島
県
下
郷
町
長

星　
　
　

學

３
３
４
４

⒃

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

石
川
県
穴
水
町
長吉

村

光
輝

３
３
４
５

⒇

神
集
う
島
神
津
島

東
京
都
神
津
島
村
長

前
田　
　

弘

３
３
４
６

⑿

郷
土
の
偉
人
「
孤
児
の
父
」
石
井
十
次
と
音
楽

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
か
ら
「
慈
善
音
楽
幻
燈
会
」

へ
「
音
楽
の
可
能
性
」
を
巡
る

宮
崎
県
高
鍋
町
長黒

木

敏
之

３
３
４
８

⑿

変
革
は
辺
境
か
ら
始
ま
る

島
根
県
美
郷
町
長嘉

戸　
　

隆

３
３
４
９

⑿

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

茨
城
県
阿
見
町
長千

葉　
　

繁

３
３
５
０

⑿

町
長
に
立
候
補
す
る
心
境
に
至
っ
た
思
い

徳
島
県
勝
浦
町
長野

上

武
典

３
３
５
１

⑿

ま
ち
の
思
い

福
井
県
高
浜
町
長西

嶋

久
勝

３
３
５
２

⑿

今
思
う
こ
と
～
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
町
長

選
挙
ま
で

千
葉
県
神
崎
町
長椿　

　
　

等

３
３
５
3

⑿

共
創
で
開
く
地
域
の
未
来

岡
山
県
美
咲
町
長青

野

高
陽

３
３
５
4

⑾

〈
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

地
域
で
育
て
る
幻
の
桃
「
砂
丘
桃
」

＝
新
潟
県
刈
羽
村

３
３
１
５

⑸

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
、
そ
し
て
「
未
来
へ
と
つ
づ

く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て

＝
北
海
道
小
清
水
町

３
３
１
６

⑹

明
る
く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
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＝
和
歌
山
県
上
富
田
町

３
３
１
７

⑹

ふ
る
さ
と
と
自
ら
の
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
の

で
き
る
こ
ど
も
の
育
成

＝
鹿
児
島
県
喜
界
町

３
３
１
８

⑹

長
野
県
南
箕
輪
村

藤
城
栄
文
村
長
に
聞
く
―

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
村
長
へ
―

＝
長
野
県
南
箕
輪
村

３
３
１
９

⑸

人
と
自
然
、
ア
ー
ト
が
つ
な
ぐ
希
望

＝
熊
本
県
津
奈
木
町

３
３
２
２

⑾

飯
綱
町
に
お
け
る
廃
校
活
用
の
取
組
「
い
い
づ

な
コ
ネ
ク
ト
」
に
つ
い
て

―
官
民
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
が
共
同
し
て
廃
校
を
地
域
づ
く
り
の
拠

点
に
―

＝
長
野
県
飯
綱
町

３
３
２
３

⑷

高
知
県
梼
原
町
に
お
け
る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

の
取
組

＝
高
知
県
梼
原
町

３
３
２
４

⑺

村
の
自
然
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

＝
長
野
県
南
相
木
村

３
３
２
６

⑷

住
民
が
活
躍
し
、
自
ら
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

＝
山
梨
県
身
延
町

３
３
２
８

⑶

デ
ジ
タ
ル
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
苅
田
町
に

お
け
る
取
組

＝
福
岡
県
苅
田
町

３
３
３
０

⑷

新
た
な
地
域
公
共
交
通
予
約
型
定
額
乗
合
タ

ク
シ
ー
「
の
り
ー
ね
」
の
導
入

＝
山
口
県
田
布
施
町

３
３
３
１

⑶

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
に
す
る
ぜ
よ
！
宣
言
し
た

越
知
町
の
取
組

＝
高
知
県
越
知
町

３
３
３
３

⑶

地
域
か
ら
地
球
を
救
う
─
大
木
町
発
・
循
環
型

社
会
モ
デ
ル

＝
福
岡
県
大
木
町

３
３
３
４

⑹

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活
用
し
た
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り

＝
三
重
県
木
曽
岬
町

３
３
３
５

⑹

小
さ
な
町
が
叶
え
る
安
心
な
子
育
て
、
確
か
な

健
康
づ
く
り

＝
山
形
県
三
川
町

３
３
３
９

⑼

大
地
と
と
も
に
生
き
る
大
潟
村

＝
秋
田
県
大
潟
村

３
３
４
０

⒀

「
全
村
民
幸
福
の
村
」
の
実
現
と
「
田
園
理
想

郷
の
む
ら
づ
く
り
」

＝
群
馬
県
川
場
村

３
３
４
３

⑼

消
滅
可
能
性
都
市
か
ら
の
脱
却
そ
の
先
の
未

来
へ

＝
神
奈
川
県
松
田
町

３
３
４
４

⑻

木
曽
川
の
恵
み
と
と
も
に
暮
ら
し
や
す
く
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち

＝
愛
知
県
扶
桑
町

３
３
４
５

⒂

「
競
走
馬
の
里
」
美
浦
村
～
観
光
資
源
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
～

＝
茨
城
県
美
浦
村

３
３
４
６

⑸

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
五
ヶ
瀬
!!
～
町
制
施
行
70
年
～

＝
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町

３
３
４
８

⑺

農
業
の
将
来
を
担
う
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

支
援

＝
鹿
児
島
県
南
種
子
町

３
３
５
０

⑸

幸
せ
の
花
咲
く
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
ー
水
辺
の

記
憶
と
都
市
の
利
便
性
が
共
鳴
す
る
、
徳
島
県

北
島
町
の
挑
戦

＝
徳
島
県
北
島
町

３
３
５
１

⑹

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
贈
る

～
い
ま
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と
～

＝
滋
賀
県
竜
王
町

３
３
５
２

⑹

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
続
け
る
魅
力
あ
る
長
島
を

め
ざ
し
て

＝
鹿
児
島
県
長
島
町

３
３
５
3

⑸

「
人
が
人
を
呼
ぶ
」
好
循
環
を
つ
く
る

～
人

口
４
、
２
０
０
人
の
町
・
厚
真
町
が
挑
む
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
～

＝
北
海
道
厚
真
町

３
３
５
4

⑹

〈
情

報
〉

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
…
３
３
２

０
、
３
３
２
２
、
３
３
２
３
、
３
３
２
５
、
３

３
２
６
、
３
３
２
７
、
３
３
２
８
、
３
３
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⑿

活用してみませんか？町村専用ページ「町村 .com」
 https://www.zck.or.jp/choson/ https://www.zck.or.jp/choson/ https://www.zck.or.jp/choson/

「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。

　「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利
用いただける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名とパスワードは、各町
村にお知らせ（平成 18 年 9 月 27 日付）してお
ります。お問い合わせは、全国町村会広報部

（kouhou@zck.or.jp）までお願いいたします。

お問い合わせは
こちら

詳しくは
Webへ

町 村 週 報 ʢ第ࡾछ༣ศ෺ೝՄʣ
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

࿨・༸৯のϨετϥϯ΋
にご利用くださいܰؾ͓

レストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

3番出口

ご予約・お問い合わせ

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

内
案
ご
の
室
客

γンάル
���ࣨ

μϒル
��ࣨ

πΠン
��ࣨ

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

※市町村職員共済組合等の宿泊施設利用助成券がご利用いただけます。
和室もございますのでお問い合わせください。

広さと設備が多彩な大ホールと、
３つの会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。

会議・宴会予約
TEL.03（3581）6767
FAX.03（3581）6324

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号　WebサイトURL https://www.zck.or.jp/kaikan/

（代表）

●全国町村会館
へのアクセス

・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約7分
・東京モノレール「羽田空港」より「浜松町駅」経由「有楽町駅」乗り換え、東京メトロ有楽町線「永田町駅」下車
・京成特急スカイライナー「成田空港」より「青砥駅」経由「押上駅」乗り換え、東京メトロ半蔵門線「永田町駅」下車
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